


日付　 科目 摘要 金額 備考

7/27 調査研究費 交通費 101,160    航空券8/28石垣ー那覇－仙台　9/1仙台ー那覇ー石垣

8/27 調査研究費 交通費 2,540        船代　上原ー石垣

8/28 調査研究費 交通費 28,710      レンタカー　8/28～9/1

8/28 調査研究費 交通費 1,550        高速代

8/30 調査研究費 宿泊費 13,310      下道荘8/28～30

8/30 調査研究費 交通費 1,550        高速代

8/30 調査研究費 交通費 890          高速代

8/30 調査研究費 交通費 210          高速代

8/30 調査研究費 交通費 500          駐車場代

8/30 調査研究費 交通費 1,000        松島船代

8/31 調査研究費 交通費 4,795        ガソリン代

9/1 調査研究費 宿泊費 22,400      コクボ荘8/30～9/1

9/1 調査研究費 交通費 1,340        高速代

9/1 調査研究費 交通費 1,560        ガソリン代

181,515    合計

山下　義雄　政務活動費収支明細(第２四半期)















 

 

政務活動報告 竹富町議会 山下義雄 

令和 7年 10月 10日 

 

「宮城県南三陸町における防災体制と震災伝承などについての現地視察報告」 

 

 

・視察の日程   

令和 7年 8月 28日〜9月 2日 

8月 28日 移動日 

    西表−石垣（高速船） 

    石垣−那覇−仙台（飛行機） 

    仙台−南三陸町（レンタカー） 

 29日 視察 

   ・道の駅「さんさん南三陸」  宮川さん 南三陸町役場商工観光課長 

   ・南三陸３１１メモリアル館  高橋さん 役場派遣職員（元総務課長） 

    （館内シアター・ラーニングプログラム③受講） 

   ・まち歩き語り部（遺構 旧防災庁対策庁舎跡） 畠山さん 観光協会職員  

   ・南三陸さんさん商店街  伊藤さん 観光協会事務局次長 

   ・歌津エリア散策  小野寺さん 歌津夏まつり実行委員長 

    （水田・払川ダム・田束山展望台・港湾・防波堤など）  

   ・南三陸町長表敬  佐藤町長・宮川課長・伊藤次長 

   ・懇談懇親会  佐藤町長 宮川課長 伊藤町議ほか 

 30日 視察 

   ・仙台空港および周辺市街地（震災では空港全体も被災） 

   ・日本三景「松島」（260を超える島々が点在する景勝地） 

   ・塩釜水産物仲卸市場（新鮮な魚介を一般客も購入したり食事ができる） 

   ・南三陸メモリアル（館内シアター・ラーニングプログラム②） 

   ・南三陸ハマーレ歌津夏まつり会場（会場確認と物産販売ブースの前準備） 



 

 

 

 31日 復興イベント「歌津夏まつり」へ参加 

   ・「歌津夏まつり」オープニングセレモニー出席 

   ・物産販売ブース（生パイン・黒糖）竹富町 PR 

   ・関係者打ち上げ交流会 

9月 1日 移動日 

    南三陸町−仙台（レンタカー） 

    仙台−那覇−石垣（飛行機） 

    石垣宿泊 

  2日 石垣−西表（自宅到着） 

 

・視察の目的 

 今後の竹富町における防災・減災体制の強化を目的に、2011年の

東日本大震災で甚大な被害を受けた宮城県南三陸町を訪問し、同町

の復興過程や防災教育・震災伝承の取り組みを学ぶため。 

 視察に南三陸町を選んだ理由は、津波で流された歌津地区の郵便

ポストが西表島に流れ着いたという不思議なご縁を感じているから

です。このエピソードは非常に感動的で、南三陸町歌津（うたつ）

地区と沖縄県竹富町西表島をつなぐ、奇跡のような出来事として語

り継がれています。 

 今年の 6月 28日には、南三陸町関係者がポストが漂着した西表島ユツンを訪れる機会

があり、私も急遽現場を案内することができました。 

 このようなご縁を感じながら、また沖縄を代表する音楽ユニット BEGINによる復興イ

ベントへの取り組みからも、町民同士や特に子供たちを通した相互交流についても様々な

観点から検討していくためです。 

 

【南三陸町歌津の郵便ポストが西表島に流れ着いたエピソード】 

 2012年 12月、沖縄県西表島の砂浜に流れ着いたポスト。そのポストが、東日本大震災

の津波によって流された南三陸町歌津地区のポストだったのです。 

 このポストは、1年 9カ月太平洋を旅しながら、遠い西表島に流れ着いたのです。 



 

 

 その後、このストーリーに心を打たれた多くの方のご尽力により、2013年 8月に故郷の

歌津に帰ってくることが出来ました。 

 返還されたのをきっかけに、復興ソング「歌津さきてけさい」もできあがった。曲を手

掛けたのは、沖縄の音楽ユニット BEGIN（ビギン）。南三陸の子どもたちが同ポストを

テーマに書いた作文をモチーフに曲に仕上げたという。曲は毎日同商店街の BGMとして

流れています。 

 2014年には、この 1連の物語が 1冊の絵本となり、演劇となり、たく

さんの人に、笑顔と勇気をプレゼントしてくれました。 

 現在は、ハマーレ歌津内に流れ着いたポストも展示されています。ぜ

ひ、訪れた際はご覧ください。 

 およそ 2,000キロ以上の距離を海流に乗って漂流し、西表島にたどり着いたことから、 

「復興への希望の象徴」 

「離れていても心はつながっている」 

「津波の脅威と自然の力の大きさ」 

 など、様々な意味で人々の胸を打ちました。その後 日本郵便を通じて、ポストは宮城

県に戻されることになりました。南三陸町では、このポストを震災の記憶を伝えるモニュ

メントとして保存し、後世に残すことが検討されました。実際にこのエピソードは、テレ

ビや新聞などで大きく報道され、震災伝承の一つの象徴として知られるようになりまし

た。 

 

・視察内容 

・南三陸町旧防災対策庁舎跡 

概要：震災時の象徴的施設であり、職員の尊い命が失われた

場所 

・南三陸 311メモリアル（南三陸震災伝承施設） 

展示内容：被災当時の映像、復興の歩み、地域住民の証言特

に印象的だった事例（避難行動、住民主体の復興計画など） 



 

 

教訓：地域全体の「共助」体制、防災教育の継続的実施の

必要性 

地元職員・関係者との意見交換や地元行政の取り組み（避

難訓練、防災無線、まちづくりとの統合） 

課題として挙がった点（風化の懸念、高齢化、防災意識の

差） 

 

 ・竹富町への今後の取り組み 

・竹富町でも明和の大津波など災害遺構的な「語り継ぎの場」を検討 

・観光客や住民参加型の避難訓練・防災ワークショップの拡充 

・防災教育を観光とも連携させ、地域全体の防災力を底上げ 

・小中学校での「震災伝承授業」など防災教育の導入検討 

 今回の視察を通じ、災害に対する「記憶の継承」と「備えの文化」の重要性を再認識し

ました。竹富町の島々の特性に即した持続可能な防災体制の確立に向け、議会活動を通じ

て引き続き全力で取り組んでまいります。 

 

 

 



様式第２号(第３条関係) 

 

令和 7年 7月 1日 

 

 

竹富町議会議員 

山 下 義 雄 殿 

                         竹 富 町 長 

                         （ 公 印 省 略 ） 

政務活動費交付決定通知書 

竹富町議会政務活動費の交付に関する条例第６条の規定により、下記のとおり政 

務活動費の交付を決定したので通知します。 

記 

１ 交付決定額 金 2 70 , 0 00 円 


